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Mechanical properties of magnesium alloys 





















温度は 5 Kに Nose-Hoover法[1]を用いて制御した。原子間相互作用ポ
テンシャルは Tight-binding ポテンシャル[2]を用いた。境界条件は紙面
に垂直な方向にのみ周期境界条件を適用し、それ以外の方向は表面の
影響を排除するため最表面 2 層の原子を固定した。 
 
結果及び考察 




ていくと、図 3に示すようにひずみ 1.2%で Trailing転位も
同様に双晶面に吸収され 2 つの転位が合体し、｛10-11｝
双晶面を移動していった。これは双晶転位という双晶を
図 1 計算モデル:  
（a） ｛10-11｝双晶、（b）{10-12}双晶 
図 2 {10-11}双晶と Leading 転位の相互作用 
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成長させる双晶転位と呼ばれる転位である。 
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図 3 {10-11}双晶と Trailing 転位の相互作用 







図 4 {10-12}双晶 leading 転位の相互作用 












図 5 {10-12}双晶と Trailing 転位の相互作用 




図 6 双晶面と転位の距離とエネルギーバリアの関係 
(a) {10-11}双晶, (b){10-12}双晶 
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